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要 旨 伊豆諸島八丈島で採集された雌 1 個体に基づいて，テナガエビ科カクレエビ亜科のカメンカクレエ

ビ（新称） Exoclimenella maldivensis Duris and Bruce, 1995 を報告する．本種は．インド洋のマルダイヴ

諸島とチモール海から得られた標本に基づいて最近記載された種であるが．生時の色彩は不明のままであっ

た．本研究で用いた標本から．本種の色彩パターンが明らかになった．また本研究では，本種の北西太平洋に

おける分布が確認された．

キーワード：カメンカクレエビ（新称）．テナガエビ科，色彩．八丈島．北西太平洋．

Exoclimenella は Bruce (1994) によって最近創設さ いた体各部の名称は概ね林 (1987) に従ったが．歩脚

れたテナガエビ科カクレエビ亜科の属で．大顎に触髭 を胸脚とし，第 1 および第 2 胸脚の掌部と指節を併せ

をもつこと．第 5 胸節に 2 叉した鋭い突起を有する薄 て鉗部とした．また, Exoclimenella およぴ Exoclim-

板をもつこと．第 3 顎脚に 2 つの関節鯉をもつこと, enella maldivensis の出版の日付け，ならびに適格性

第 1 胸脚の鉗の切断縁に櫛の歯状の細かい歯が並ぶ については, Holthuis (1996) に従った．本標本は．千

こと．第 2 胸脚の鉗部に発音構造を欠くことなどの形 葉県立中央博物館分館海の博物館 甲殻類資料

質によって，同亜科の他属から識別される (Bruce,

1994; Duris and Bruce, 1995). 本属には， E. denticuｭ

lata (Nobili, 1906), E. sibogae (Holthuis, 1952), E. 

maldivensis Duris and Bruce, 1995, および E. sudｭ

anensis Duris and Bruce, 1995 の 4 種が含まれ，い

ずれもインド• 西太平洋域に分布する (Bruce, 1994; 

恥ris and Bruce, 1995). 

1999 年 10 月，著者のひとり田中によって伊豆諸島

の八丈島で採集されたカクレエビ類の雌 1 個体は，

Exoclimenella maldivensis に同定された．本種は，イ

ンド洋マルダイヴ諸島から得られた雄 2 個体，抱卵雌

2 個体，雌 1 個体，ならびにチモール海から得られた

雄 3 個体，抱卵雌 2 個体， 2 若齢個体に基づいて記載

された種である (Duris and Bruce, 1995). 本研究で

は，八丈島産の標本に基づいて，従来知られていな

かった本種の色彩を明らかにし，同時に，本種がイン

ド洋以外に北西太平洋にも産することを確認できたた

め， ここに報告する．

材料および方法

標本はスキューバ潜水機材を用いて採集された．研

究室内で標本を 35mm ポジフィルムで撮影した後に

10%フォルマリン水溶液で固定した．計測は Leica 社

製双眼実体顕微鏡 (Wild MZ12) の下でノギスを使っ

て行い，図の作成には描画装置を用いた．本研究で用

(CMNH-ZC) として登録，保管されている．

カメンカクレエビ属（新称）

Exoclimenella Bruce, 1994 

カメンカクレエピ（新称）

Exoclimenella maldivensis 

恥ris and Bruce, 1995 

Figs. 1, 2 

Exoclimenella maldivensis Duris and Bruce in 

Bruce, 1994: 55, Fig. 23 (nomen nudum). 

Exoclimenella maldivensis Duris and Bruce, 1995: 

622, Figs. 1-5.-Holthuis, 1996: 807. —Bruce, 1998: 37 

(in key). 

Rhynchocinetes sp. Debelius, 1999: 254, unnumｭ

bered fig. 

調査標本．雌 1 個体 (CMNH-ZC 00118, 頭甲胸長

4.1 mm), 伊豆諸島八丈島局長浜，水深 20 m, 1999 

年 10 月 16 日，田中幸太郎採集．

記載頭胸甲 (Fig. la) の表面は平滑で，隆起や溝を

欠＜．触角上棘はよく発達し，前側縁のやや後方から

生じ，前方を向く．肝上棘はよく発達し，触角上棘の

後方やや下方に位置する．胃上部の背中線には 1 歯を

有する．眼上棘および前側角棘を欠＜．眼寓の後縁は
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Fig. 1. E ・xoclzmenella maldivensis Duris and Bruce, 1995. Female (CMNH-ZC 00118, 4.1 mm CL). a, 

carapace and rostrum, right; b, fifth thoracic sternite; c, dorsal part of posterior margin of third 

abdomimrl somite, right; d, posterolateral margin of fifth abdominal pleuron, right; e, right mandible; 

f, chela of right first pereiopod, lateral; g, same, mesial; h, chela of right second pereiopod, lateral; i, 
distal part of carpus of right second pereiopod, mesial. Scales equal 3.0 mm (a), 0.5 mm  (b, d, e), 1.0 
mm (c, f, g, h, i). 
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Fig. 2. Exoclimenella maldivensis Duris and Bruce, 1995. Female (CMNH-ZC 00118, 4.1 mm CL). 

Lateral view of fresh specimen, photo by J. Okuno 

二重になる．

額角 (Fig. l a) は長く，やや上方に醐曲し，触角鱗末

端をわずかに越え ， 頭胸甲長の 1.17 倍．背縁には 7

歯があり，最も基部の 1 歯は眼寓後縁よりやや後方に

位置する ． 眼裔より前方の 6 歯はほぼ等間隔になら

び，先端の 2 歯は他の歯に比べてやや小さい腹縁の

中央部から先端にかけてほぼ等間隔にならぶ 5 歯が

ある ． 額角両縁の歯の間には短い剛毛がはえる．側隆

起は明瞭で，眼寓縁につながる．

第 5 胸節には， 2 叉した鋭い突起を有する蔀板

(Fig. lb) をもつ ．

腹節の表面は平滑．第 3 節の背面後縁 (Fig. l e) は

鋸歯を欠＜．第 5 節の側板の腹縁後端 (Fig. ld ) は鋭

＜尖る．第 6 節は短く，頭胸甲長の 0.34 倍．尾節の背

面には 2 対の棘を有する．本標本の尾節の後端は破損

していた．

第 l 触角柄部は細長く，額角の 2/3 に届く．触角棘

は大きく，柄部基節の 1 /3 に届く．柄部基節の外縁先

端には鋭い l 棘があり，柄部中央節の先端のやや後方

に届く．腹側の内縁にはよく発達した 1 棘がある．外

鞭は二叉し，下側の鞭が太くて短い．

第 2 触角の触角鱗はよく発達し ， 外縁はやや内側に

憫曲し，頭胸甲長の 0.93 倍，長さは幅の 4.75 倍．内

縁には長い軟毛が密生する外縁末端の棘は鋭く，簿

板の先端を著しく超す．鞭状部基部は触角鱗の 2/5 に

届く．基節の前縁下方にはやや前方を向く 1 小棘があ

る．

大顎 (Fig. l e) の触髭は痕跡的で， 1 節からなり，先

端に 2 本の剛毛を備える．

第 3 顎脚は細く，腕節の先端で第 2 触角の基節を超

す．腕節は指節と前節の融合 した末端節の 2.25 倍 基

部に 2 つの関節鯉をもつ．

第 l 胸脚は左右相称で，指節の基部で触角鱗を超

す．鉗部は短く，頭胸甲長の 0.39 倍で，指節および不

動指の内面は著しくくぼみ，内側の切断縁の先端付近

には櫛の歯状の細かい歯をもつ (F i gs. 1 f, g). 指節側

面の先端やや後方には三角形の歯がある (Fig . 1 f). 腕

節は鉗部の 2 .25 倍に達する．

右側の第 2 胸脚は，前節の基部で触角鱗を超す．鉗

部は頭胸甲長の 1.07 倍，腕節の 2.20 倍で，指節およ

び不動指の先端には剛毛が密生し (Fig. lh), 両指の先

端には鋭い爪が備わり ， 切断縁の先端付近には櫛の歯

状の細かい歯がならび，中央から基部にかけては大き

く，鋭い歯が生える．腕節は頭胸甲長の 0.49 倍で，末

端縁に 2 棘を備える (F ig. li). 長節は棘を欠き，腕節

の 1.30 倍座節は腕節の 1.20 倍本標本の左側の第

2 胸脚は欠落 し ていた．

第 3~第 5 胸脚は互いに酷似する． 座節， 長節およ

び腕節は棘を欠＜．前節は腹縁に斜め下方を向く鋭い

棘をもつ．指節は短く ，附属爪を欠＜．第 3 胸脚は触

角鱗の先端に届く．第 4 胸脚は触角鱗先端のやや後方

に届く ． 第 5 胸脚は触角鱗の 2/3 に届く．
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色彩 (Fig.2). 頭胸甲，額角，および腹節の地色はや

や緑褐色味を帯びた透明．眼寓後方から胃上部にかけ

ての頭胸甲側面は鮮赤色．頭胸甲の後縁よりやや前方

の背面および側面には，それぞれ細かい白色点で縁取

られた濃赤色の紋がある．額角背縁の前方には鮮黄色

の点が散在する．第 1~5 腹節の側面後方は，細かい

鮮黄色の点が密生し，横縞を形成している．第 2 ・ 3

腹節の側板下方は鮮赤色で，白色点が散在する．尾節

背面の棘は紫．生時では角膜および眼柄は鮮赤色だ

が，凍死直後では角膜は淡黄色．第 1, 第 2 触角は透

明．第 3 顎脚，第 1 および第 3~5 胸脚は透明で，細

かい鮮黄色の点に覆われる．第 2 胸脚には鮮黄色と淡

褐色の横縞が交互に走る．両指の基部および中央部に

は青紫色の横縞が入り，先端は淡紫色．尾肢は透明で，

後端のみ淡褐色．

分布．模式産地はインド洋マルダイヴ諸島 North

Nilandu Atoll の Genego Islet で，副模式標本は模式

産地ならびにチモール海の Cartier Reef から採集

されているのみであった (Duris and Bruce, 1995; 

Bruce, 1998). 今回，八丈島から新たに採集された．

備考．本標本は，額角の形や歯の総数が一致するこ

と (Fig. la), 眼上棘を欠＜こと (Fig. la), 第 5 胸節に

2 叉した鋭い突起をもつこと (Fig. lb), 大顎に 1 節か

らなる痕跡的な触髭をもつこと (Fig. le), 第 3 顎脚に

2 つの関節鯉をもつこと，第 l 胸脚の鉗の切断縁に細

かい鋸歯がならぶこと (Fig. lf, g), 第 2 胸脚の腕節の

末端縁に 2 棘をもつこと (Fig. li), ならびに同脚長節

に棘を欠くことによって Exoclimenella maldivensis 

に同定された (Durisand Bruce, 1995). また，本標本

は色彩においても，チモール海産の副模式標本の採集

者が記録した，眼が赤かったという情報に一致した

(Duris and Bruce, 1995) . 本標本は，触角上棘が頭胸

甲前側縁よりやや後方から生じていること (Fig. la), 

および第 3 腹節の背面後縁は平滑で，鋸歯を欠＜こと

(Fig. le) において，原記載とは異なった．原記載との

間には他の形質で差異が見られなかったことから，本

研究では，これらの形質の相異は，種内変異の範疇に

含まれるものと判断した．また， Duris and Bruce 

(1995) は，アルコール液で保存されているチモール海

産の副模式標本に基づいて，胸脚にみられる car

mine-violet 色の斑紋の様子を記載しているが，本標

本における鮮時の色彩では，これらの斑紋は青紫色な

いしは鮮黄色であった．この相違は，アルコールに

よってもとの色彩が変色したためと思われる．

本標本は，尾節の後端が破損しており，また，左側

の第 2 胸脚が欠落していたため，観察ができなかっ

た．恥ris and Bruce (1995) に従うと，本種は尾節の

後端に 3 対の棘をもち，最も内側の 1 対は細かい羽毛

で覆われている．また，第 2 胸脚は左側が右側に比べ

て太い．

加ris and Bruce (1995) は，マルダイヴ諸島産の標

本がトゲサンゴ属の一種 Seriatopora sp. の群体中に

生息していたことを述べている. Bruce (1998) もこれ

に従い，本種をトゲサンゴ属と共生する種類とした．

しかし，本標本は水深 20m の海底に散在している転

石の下から採集されたものであり，サンゴ類との共生

は確認されなかった．このことは， Bruce (1994) によ

る，本属エビ類が自由生活者で，共生関係をもたない

という見解に一致した．

本種の生時の色彩を記録したのは本研究が初めてで

あり，本種は，頭胸甲に細かい白点で縁取られた赤色

斑をもつこと，眼柄と角膜が鮮赤色であること，およ

び第 2 胸脚に鮮黄色と淡褐色の横縞が交互に走り，両

指の基部および中央部には青紫色の横縞が入ることに

よって，他のコエビ類から容易に識別される種である

ことが明らかになった. Debelius (1999) は，タイ王国

の Burma Banks で撮影された水中写真のみに基づい

て，コエビ類の一種をサラサエビ属の未記載種 Rhy

nchocinetes sp. として記録した．この個体は，色彩パ

ターンから本種に同定されると考えられる．

本報告は，日本はもとより北西太平洋からの本種の

初記録となり，八丈島における出現は，本種の分布の

北限を大幅に更新する．なお，本種には和名がないた

め，頭胸甲前方に特徴的な模様を呈することにちなん

で，カメン（仮面）カクレエビの和名を提唱する．ま

た，本種を含む Exoclimenella にも和名がなかったこ

とから，カメンカクレエビ属の新称を用いることを提

案する．
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Exoclimenella maldivensis Duris and 
Bruce, 1995 (Crustacea: Decapoda: 
Palaemonidae): Color pattern and 

first occurrence from the 
northwestern Pacific 

Junji Okun砂 and Kotaro Tanaka21 
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Institute, Chiba 

123 Yoshio, Katsuura, Chiba 299-5242, Japan 

21 Regulus Diving 
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A rare pontoniine shrimp, Exoclimenella maldiveｭ
nsis Duris and Bruce, 1995, known only from the 

Maldives and Timor Sea, is first recorded from the 

northwestern Pacific on the basis of a female specｭ
imen collected from Hachijo-jima Island, Izu 

Islands, southern Japan. Our specimen enables us 

to describe live coloration of this species for the 

first time. A brief description on morphology is 
also provided. 
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